
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ ニュービーチ＆エキゾチックな広場「マリンパークねずがせき」 

【施設の状況写真】 

 

【施設の利用写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光資源としての利用状況】 

庄内海岸初となる人工海浜の整備により、毎年多くの海水浴客で賑わっており、さらに磯遊び

ができる人工磯場も人気を集めています。また、色彩豊かな広場は、各種ヨット大会やトライアス

ロン大会などのイベント会場としても利用され、年間約７万人（H16 年）の観光入り込み客数があ

ります。 

当施設は、地区住民や観光客等が憩う場として利用されているほか、県外からも多くの方々

が訪れています（全体の約６割が県外客）。 

海水浴客で賑わう人工海浜 広場を利用したイベント開催 

地方港湾鼠ヶ関港と鼠ヶ関マリーナの間に隣接する、人工海浜・広場を中心とした施設



（様式２）

テーマ ニュービーチ＆エキゾチックな広場「マリンパークねずがせき」 

【社会資本の基礎データ】 

○名 称  マリンパークねずがせき 

○所 在 地  山形県鶴岡市鼠ヶ関字原海 

○事 業 名  海岸環境整備事業 

○事業主体  山形県 

○事業期間  昭和５７年～平成１３年 

【社会資本の役割・効果】 

鼠ヶ関港は山形県の南西端に位置し、弁天島を代表とする大小の小島に囲まれた天然の良

港であり、港内には海浜地が形成され、古くから海水浴場として利用されてきました。鼠ヶ関マリ

ーナが昭和５７年にオープンしてからは、マリンスポーツでも賑わうようになりました。 

マリンパークねずがせきは、鼠ヶ関マリーナと一体となった海洋性レクリエーション基地の形成

と、地域住民が海水浴や散策等により水辺に親しめる魅力ある海岸の創出を図ることを目的と

し、昭和５７年度から整備をすすめ、平成８年度に一期計画が完成し、平成９年７月に供用を開

始しました。その後も継続して整備がすすめられ、平成１３年度に二期計画（人工磯・遊歩道等）

が完成し、全面的に供用を開始しました。 

地元住民や観光客の憩いの場になるとともに、各種ヨット大会、トライアスロン大会などを中心

とした各種イベントを開催し、海洋レクリエーションの場として大いに利用されています。 

 

【位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連ホームページ】   
鶴岡市： http://www.tsuruokakanko.com/atsumi/kankou21/index.html 
山形県： http://www.pref.yamagata.jp/db/kokiban/1324800/newpage6.htm     

 

鼠ヶ関


